
被
災
地
を
忘
れ
な
い

もなく士年半。いまだ爪痕の残る現地

で、環境整備活動や住民との交流に当た

る。

　被災地を忘れないー。東日本大震災の

復興支援のため、県内３団体が派遣する

市民ボランティアたちが23日、相次い

で宮城、岩手県入りする。発生から開

住民と交流､花植栽日
赤
県
支
部
3
7
人

　
日
赤
県
支
部
は
2
2
日
、

岡
山
寺
十
学
府
院
（
岡
山

市
北
区
青
江
）
で
出
発
式

を
開
き
、
学
生
や
会
社
員

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
3
7
人

　
（
1
8
～
6
6
臓
）
を
前
に
、

同
支
部
の
中
西
一
議
事
務

局
長
が
「
岡
山
は
被
災
地

　　＿　．．　…………………．ｾ６･ａ緊ft゛゛I‘!･
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(左)から激励を受ける日赤県支部の市民ボラン

中西事務局長

ティア

を
忘
れ
て
い
な
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
た
。

　
一
行
は
、
岩
手
県
中
部

・
遠
野
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
土

の
協
力
で
、
2
5
目
ま
で
陸

前
高
田
、
釜
石
市
、
大
槌

町
な
ど
で
活
動
。
同
支
部

に
よ
る
と
、
主
に
市
街
地

の
が
れ
き
と
民
家
の
土

砂
撤
去
だ
っ
た
支
援
二
１

ズ
は
、
仮
設
住
宅
周
辺
の

清
掃
や
住
民
と
の
交
流
、

津
波
で
建
物
が
流
さ
れ
た

場
所
へ
の
花
の
植
栽
な
ど

に
移
行
し
て
い
る
と
い

う
。

　
友
人
と
参
加
す
る
県
立

大
士
年
寺
島
瑞
穂
さ
ん

（
1
9
）
は
「
復
興
へ
の
道
の

り
は
長
く
、
継
続
し
た
支

援
が
必
要
だ
と
思
う
。
被

災
者
に
笑
顔
に
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
し

た
い
」
と
話
し
た
。

　
同
支
部
は
昨
年
３
月
か

ら
宮
城
、
岩
手
両
県
に
市

岡
山
後
楽
Ｌ
ｃ
1
1
人

防災学び献花も
　
岡
山
後
楽
一
フ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
Ｌ
Ｃ
）
は
2
2
日
、

「
東
北
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
土

ィアらンテ壮行式で抱負を述べる学生ボラ

の
壮
行
式
を
岡
山
市
内
で

開
い
た
。
2
3
目
か
ら
４
日

間
、
被
災
住
民
と
交
流
す

る
ほ
か
、
防
災
な
ど
に
つ

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

し
て
お
り
、
今
回
が
1
1
回

目
。

　
一
方
、
岡
山
経
済
同
友

会
が
募
っ
た
大
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
約
5
0
人
も
2
2

目
、
大
槌
町
に
向
け
出
発

し
た
。
2
3
目
か
ら
３
日
間
、

津
波
で
浸
水
し
た
大
槌
中

の
片
付
け
な
ど
に
取
り
組

む
。
（
舟
越
俊
司
）

　
　
扁
鴎
固
園
固

い
て
学
ぶ
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
岡
山
理

科
大
の
学
生
と
教
授
、
Ｌ

ｃ
会
員
の
計
1
1
人
。
岩
手

県
陸
前
高
田
市
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
な
ど
を
訪
ね
、

被
災
時
の
様
子
や
被
害
状

況
な
ど
の
説
明
を
現
地
Ｌ

Ｃ
会
員
か
ら
受
け
る
。
夏

祭
り
の
会
場
設
営
や
、
8
4

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
同
県

石
巻
市
立
大
川
小
で
献
花

も
行
う
予
定
。
同
大
４
年

高
氷
袋
輔
さ
ん
（
2
1
）
は

　
「
被
災
地
で
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
多
く
の
人
に
伝

え
た
い
」
と
話
し
た
。

　
同
Ｌ
Ｃ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
は
昨
年
に
続
き
２

回
回
。
　
（
岩
尾
夏
紀
）
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